
第１学年 体育科学習指導略案
２組 計24人（男子11人，女子13人）

指導者 染 谷 慎 治
１ 単 元 みんなで楽しもう！とびっこランド（跳の運動遊び）
２ 単元の目標
・ 場の安全に気を付けながら，友達と仲よく運動遊びに進んで取り組むことができる。 【態度】
・ 跳の運動遊びの行い方を知り，楽しく遊ぶ場や遊び方を選んだり，工夫したりすることができ
る。 【思考・判断】

・ 助走を付けて片足で踏み切り，前方や上方に跳んだり，片足や両足で連続して跳んだりするこ
とができる。 【技能】

３ 単元の評価規準
運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能

運動をする場や用具の使い方など 運動をする場を工夫したり， 前方や上方に跳んだり，連
の安全に気を付けながら，運動遊び いろいろな場や遊び方を選ん 続して跳んだりすることがで
に進んで取り組もうとしている。 だりしている。 きる。
４ 単元の位置とねらい
これまでに子供たちは，固定施設を使った運動遊びや体ほぐしの運動の学習を通して，平均台か

らの跳び下りやその場ジャンプ，ケンケン跳びなどの運動遊びを経験することで，跳ぶことの楽し
さやいろいろな跳び方ができるようになった喜びを味わってきている。また，マットを使った運動
遊びやかけっこ・リレー遊びなどの単元を通して，運動遊びの行い方を知り，たくさんの友達と体
を動かすことの楽しさや仲間と競い合う楽しさも味わってきている。さらに，楽しく遊ぶことがで
きる場を選んだり，組み合わせたりする楽しさも味わってきている。そして，「遠く，高く跳びた
い。」，「友達と一緒に跳んでみたい。」，「場を作って楽しみたい。」などの欲求をもっている。
そこで本単元では，いろいろな幅や高さ，リズムの場など，条件を変えた場を複数設け，場を選

んだり，跳ぶ方向や跳び方を変えたりしながら運動遊びを楽しむことができるようにしていく。ま
た，友達と競争したり，自分たちで場を工夫したりしながら，全員が意欲的に運動遊びに取り組め
るようにしていく。その中で，助走を付けて片足で踏み切って前方や上方へ跳ぶといった，幅跳び
や高跳びなどの基礎となる動きを身に付けながら，跳ぶ動き自体の面白さや心地よさを味わうこと
ができるようにする。
この学習は，跳の動き方を知り，友達のよい動きを見付ける「２年：友達のよい動きを見付けて

楽しもう！とびっこランド」の学習へとつながっていく。
５ 本 時（７／８）
第１時では，前方や上方に跳んだり，連続して跳んだりなど，いろいろな跳び方で楽しんでいる。

第２時から第５時では，川跳び遊びやケンパー跳び遊びの行い方を知り，友達が作った場で楽しみ
ながら跳んできている。第６時では，上方に跳ぶ運動遊びの行い方を知ることができてきている。
(1) 目 標

楽しく遊ぶことができる場や遊び方を選んだり，みんなが楽しめる場を工夫したりすることが
できる。【思考・判断】

(2) 指導に当たって
ア 対話を重視した「学び合い」【研究内容１】
(ｱ) 学年や学習内容に応じた対話を重視した「学び合い」の設定

言葉と動きで表現し合う「学び合い」を行う前に，「どのような場だとみんなが楽しめる
かな。」と問い掛け，高さや方向，間隔，数など，場の工夫の観点を確かめることで，一人
一人が考えをもって「学び合い」を行うことができるようにする。

(ｲ) 子供同士で考えを広げたり深めたりするための手立て
言葉と動きをつなげる「学び合い」では，実際に作った場で発表し合うことにより，全員

が工夫した観点を理解することができるようにする。
イ 学びの自覚を促し，次につなぐ学習指導の工夫【研究内容２】
(ｱ) 学びの自覚を促す手立て

学習の「振り返り」を行う際，「楽しく遊ぶことができる場や遊び方を選ぶことができた
か。」や「友達が楽しめる場を作ることができたか。」について，カードに３段階で評価す
る自己評価活動を行うことで，自己の学びを自覚することができるようにする。

(ｲ) 次につなぐ手立て
学習の「振り返り」を行う際，自分の伸びや友達の頑張りについて発表する振り返りを行

うことで，運動遊びの楽しさや喜びを味わうことができるようにする。また，次にやってみ
たいことについて発表する場を設定することで，次からの学習に意欲的に取り組むことがで
きるようにする。



(3) 展 開 教師の言葉掛け 子供の反応 ◆ 重点評価項目 ☆ICT活用上の留意点

過程
主な学習活動と予想される子供の反応 教 師 の 指 導

（分）

１ 準備運動・のびのびタイム ○ BGM を流しながら体ほぐしの運動や感覚

２ 前時の振り返り づくりの運動に取り組ませることで，恐怖心

前の時間は何をして楽しみましたか。 を取り除き，身も心も弾みながら運動を楽し

つ ゴム跳びをして楽しみました。今日は，もっと むことができるようにする。

か ゴム跳びを楽しみたいです。 ○ 前時までに使用した掲示物を使って，前時

む ３ 学習課題の設定 の学習を想起することで，学習課題を立てた

(18) どうすればもっとゴム跳び遊びを楽しめる り，本時で自分が頑張りたいことを確認した

かな。 りすることができるようにする。

いろいろな跳び方で跳んだら楽しそうだ。 ☆ 前時までに作った場の写真を黒板に掲示し

川跳び遊びやケンパー跳び遊びの時みたいに， ていくことで，既習の学びの自覚を促すこと

自分たちで場を作ったら楽しそうだ。 ができるようにする。

４ 【言葉と動きで表現し合う「学び合い」】（ペア） ○ 高さや方向，間隔，数など，場を作る際の

どのような場だとみんなが楽しめるかな。 観点を確かめることで，一人一人が考えをも

いろいろな高さがあると楽しいね。 ちながら「学び合い」を行うことができるよ

挑 うにする。

戦 そうだね。いろいろな高さで横からも跳べるよ ○ 実際に場を動かしながら「学び合い」を行

す うに，つなげてみたらもっと楽しそうだね。 うことで，互いの考えを比較することができ

る ５ 言葉と動きをつなげる「学び合い」（全体） るようにする。

(15) どのような場を作りましたか。 ○ 言葉と動きをつなげる「学び合い」では，

いろいろな高さの場を作ってみました。 実際の場で工夫したところを発表し合うこと

いろいろな方向から跳べるようにしました。 で，いろいろな場があることを理解し，楽し

６ チャレンジタイム みたいという意欲を高めることができるよう

いろいろな場があって楽しそうだな。 にする。

続けて跳ぶ場に行って，いっぱい跳ぶぞ。 ○ チャレンジタイムでは，いろいろな遊び方

７ ゲーム（ペア）【相互評価活動】 で楽しんでいる子供を称賛することで，ゴム

Ａさんたちの場は，低かったり，高かったり， 跳び遊びに進んで取り組むことができるよう

いろいろな高さがあって楽しかった。 にする。

Ｂさんたちの場は，前に跳んだり，横に跳んだ ○ 友達が作った場を高さや方向，間隔，数な

り，いろいろな方向に跳べておもしろかった。 どの観点で見合い，自分が楽しめたと思う場

８ 整理運動 にシールを貼る相互評価活動を行うことで，

確 ９ 本時のまとめ 客観的に自己の学びを捉えることができるよ

か 高さを変えたり，いろいろな跳び方をした うにする。

め りすると，もっとゴム跳び遊びを楽しめる。 ◆ 楽しく遊ぶことができる場や遊び方を選

る 10 振り返り【自己評価活動】 んだり，みんなが楽しめる場を工夫したりす

(12) 高く跳んだり，前や横に続けて跳んだりしたの ることができる。【思考・判断】

が楽しかったです。 ○ 学習カードを使って，丸や花丸などの記号

わたしたちが作った場を，みんながほめてくれ による自己評価活動を行うことで，自己の学

てうれしかったです。 びを自覚することができるようにする。

次は，どうやって楽しみたいですか。 ○ 次につなぐ問い掛けを行うことで，次時の

今まで作った場を全部合わせたいです。 学習への意欲を高めることができるようにす

たくさんの友達と一緒にいろいろな跳び方で遊 る。

びたいです。




